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唾
鵬黒
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轡
麟
 

人口と世帯 

1月31日現在 （ ）内は前回比、男24,013(-13） 女26,770(-14） 計50, 783 (-27） 世帯18,223（一 2) 

「
また
今
度
連
れ
て

遣

一
ね
 
お
母
さ
ん
」
 

声
携維
秘

翠

り
ー
スキ
ー場
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市
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
、
文
化
活
動
に
優
れ
た
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
対

す
る
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
・
文化
奨
励
賞
表
彰
式
が
二
月
十
九
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア

に
お
い
て
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
に
六
十
人
、
十
八
団
体
が
、
文
化
奨
励
賞
に

十
人
、
二
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（順
不同
敬
称略
）
 

ス

ポ
ー

ツ
功

労

賞
 

◇
陸
上
競
技
 
森
武

一
（水
野尾
）
 ◇
野
球
 
山

本
武

（
本
 
町）
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
文
化
活
動
に
貢
献
 

市
ス
ポ
ー
ッ《早
文
化
奨
励
賞
表彰
式
 

長
年
自
ら
も
選
手
と
し
て
勇
名
を
は

せ
た
他
、
二
十
七
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
県
内
外
の
陸
上
競
技
公
認
審
判
員

と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
後
進
の

指
導
・
強化
に
身
を
挺
し
、
優
秀
な
選

手
を
輩
出
さ
せ
る
な
ど
競
技
力
向
上
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
、
陸
上
競
技
の
普

及
・
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。
 

三
十
五
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
市

野
球
協
会
理
事
及
び
審
判
員
と
し
て
、
 

幾
多
の
大
会
や
技
術
講
習
会
の
企
画
・

運
営
に
参
画
し
、
野
球
の
普
及
・
発
展

に
寄
与
し
た
。
特
に
東
北
少
年
野
球
大

会
に
お
い
て
、
担
当
理
事
と
し
て
大
会

成
功
に
貢
献
し
て
お
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
 

,
 

ス
ポ

ー
ッ
指
導

者

賞
 

◇
陸
上
競
技
 
安
田
信
昭
（
み
どり
町
）
 

ス
ポ
ー
ッ
特
別
優
秀
選
手
賞
 

◇
相
撲
 
木
村
長
平
（
五
農
高
三
年
）
 

◇
弓
道
 
阪
崎
隼
人

（
東北
K
三
年
）
 

◇
陸
上
競
技
 
福
士
加
代
子
（
五
H
l『
回
 

「
年
）
 

ス
ポ
ー
ッ
優
秀
選
手

賞
 

◇
相
撲
 
成
田
伸
（
五
農
高
三
年
）
 
・

外
崎
公
隆

（同
三
年
）
 
・
成
田
淳
 

（
同
一年
）
 

◇
水
泳
 
小
笠
原
洋
平
（
五
一
中三
年
）
 

◇
弓
道
 
漬
野
政
清
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
瓜
田
瞳

（
五
一
高
「1
 
 

年
）
 ・
川
村
真
奈
美
（
同
三
年）
 
・

鳴
瀬
依
理
（
同
三
年）
 
・柴
谷
有
美
 

（
同1
11年
）
 

◇
柔
道
 
白
取
智
諭
（
五三
中
三
年
）
 

ス

ポ

ー
ッ
優

秀
賞
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
 

器
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（個
人
）
 

◇
陸
上
競
技
 
神
麻
衣
子
（
五
工
高
1
1
1
 

年
）
 
・
伊
藤亜
由
美

（
同
三
年
）
 
・

森
紀
彦
（
市
陸
上
協
会
）
 
・小
田
桐

淳

（
青森
大
三
年
）
・
小
坂
弥久
（木

高
1
11年
）
 

◇
柔
道
 
池
田
晋
平
（
五
農
高
三
年）
 

・

小
枝
孝
太
（
青
森
山
田
高
二
年）
 

・松
野
雄
大

（同
三
年
）
 
・
野
呂瞳
 

（同
一
年
）
 
・
竹谷
知
記

（
五
一
中

二
年
）
 
・
対馬
一
樹
（
市柔
道
協
会
）
 

・

横
嶋
晃
気
（
栄
小
六
年
）
 
・
藤
森
 

r
 

周
（
沖
飯
詰
小
三
年
）
・
原
明
菜（
五

小
四
年
）
 
・川
浪
広
大
（
南小
二
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
片
岡
勝
（
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
）
・
尾
野
純
二
（
同
）
 

◇
相
撲
 
江
良
司
（
五農
高
二
年
）
 
・

坂
本
仁
（
市相
撲
協
会
）
 

◇
卓
球
 
工
藤
文
子
（東
奥
学
園
二
年
）
 

◇
テ
ニ
ス
 
下
山
沙
織
（
五
三
中三
年
）
 

・

工
藤
麻
理
（
同
三
年
）
 

◇
水
泳
 
木
村
一
貴
（松
島
小
五
年
）
 

・

木
村
友
哉
（
五
高
二
年）
 
・斎
藤

譲

（
同
三
年）
 
・
藤
森
紗
斐（
中
央

小
六
年
）
 
・
小
田
桐
慶
幸
（
栄
小
六

年
）
 
・
新谷
実
佳
（
五
一
中
三
年
）
 

・

原
和
正
（
同
一
年
）
 
・
吉
沢昌
志
 

（同
一
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
工
藤
梢
子
（
五
工高

二
年
）
 
・長
内
幸
代
（
同
三
年）
 
・

神
啓
太
（
同
二
年
）
 
・
新谷
悠
太
 

（
同
一年
）
・
鈴
木靖
範

（同
三
年
）
 

・

藤
田
裕
之

（同
三
年
）
 
・
坂
本
竜

一
 
（
同
一
年
）
 
・
福
士
哲
司
（
五
一

高
三
年
）
 ・
笹
森洋
一
 （
同
三
年
）
 

・

花
田
誠
也
（
同
二
年
）
 
・
今
照
善
 

（同
二
年
）
 
・
佐
藤
公司
（
同
ニ
年
）
 

・

三
上
慎
吾
（
同
一
年
）
 
・
佐
川
由

里
子
（
同
二
年
）
 
・
葛西
紀
子

（同

二
年
）
 
・
前
田
奈
穂
子
（
同
一年
）
 

・

白
取
千
絵
子
（
同
一
年
）
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
文
化
活
動
に
貢
献
 

市
ス
ポ
ー
ツ賞
●
文
化
奨励
賞
表彰
式
 

市
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
、
文
化
活
動
に
優
れ
た
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
対

す
る
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
・
文化
奨
励
賞
表
彰
式
が
二
月
十
九
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア

に
お
い
て
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
に
六
十
人
、
十
八
団
体
が
、文
化
奨
励
賞
に

＋
人
、
二
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（順
不同
敬称
略
）
 

ス
ポ

ー
ッ
功

労
賞
 

◇
陸
上
競
技
 
森
武
一
（
水
野尾
）
 ◇
野
球
 
山

本
武

（
本
 
町
）
 

長
年
自
ら
も
選
手
と
し
て
勇
名
を
は

せ
た
他
、
二
十
七
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
県
内
外
の
陸
上
競
技
公
認
審
判
員

と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、後
進
の

指
導
・
強
化
に
身
を
挺
し
、
優
秀
な
選

手
を
輩
出
さ
せ
る
な
ど
競
技
力
向
上
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
、
陸
上
競
技
の
普

及
・
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。
 

三
十
五
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
市

野
球
協
会
理
事
及
び
審
判
員
と
し
て
、
 

幾
多
の
大
会
や
技
術
講
習
会
の
企
画
・

運
営
に
参
画
し
、
野
球
の
普
及
・
発
展

に
寄
与
し
た
。
特
に
東
北
少
年
野
球
大

会
に
お
い
て
、
担
当
理
事
と
し
て
大
会

成
功
に
貢
献
し
て
お
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
 

ス
ポ

ー
ッ
指
導
者
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◇
陸
上
競
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安
田
信
昭
（
み
どり
町
）
 

ス
ポ
ー
ッ
特
別
優
秀
選
手
賞
 

◇
相
撲
 
木
村
長
平
（
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高
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年
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◇
弓
道
 
阪
崎
隼
人
（
東
北
K
三
年
）
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福
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111年
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ス
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ッ
優
秀
選
手
賞
 

◇
相
撲
 
成
田
伸
（
五
農
高
三
年
）
 
・

外
崎
公
隆

（同
三
年
）
 
・
成
田
淳
 

（
同
一
年）
 

◇
水
泳
 
小
笠
原
洋
平
（
五
一
中
三
年
）
 

◇
弓
道
 
演
野
政
清
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
瓜
田
瞳

（
五
一
高
「1
 
 

年
）
 ・
川
村
真
奈
美
（
同
三
年
）
 
・

鳴
瀬
依
理
（
同
三
年）
 
・柴
谷
有
美
 

（同
三
年
）
 

◇
柔
道
 
白
取
智
諭

（
五
三
中三
年
）
 

ス

ホ

ー
ツ

優
秀
賞
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
 

器
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人）
 

◇
陸
上
競
技
 
神
麻
衣
子
（
五
工
高
1
11
 

年
）
 
・
伊
藤
亜
由
美
（
同
三
年
）
 
・

森
紀
彦
（
市
陸
上
協
会
）
 
・小
田
桐

淳

（
青
森K
三
年
）
・小
坂
弥
久
（
木

高
1
11年
）
 

◇
柔
道
 
池
田
晋平
（
五
農
高
三
年
）
 

・

小
枝
孝
太
（
青
森
山
田
高
二
年
）
 

・松
野
雄
大

（同
三
年
）
 
・野
呂
瞳
 

（
同
一
年
）
 
・
竹
谷
知
記

（
五
一
中

二
年
）
 
・
対
馬
一
樹
（
市
柔
道
協
会
）
 

・

横
嶋
晃
気
（
栄
小
六
年
）
 
・
藤
森
 

周
（
沖
飯
詰
小
三
年
）
・
原
明
菜
（
五

小
四
年
）
 
・川
浪
広
大
（
南小
二
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
片
岡
勝
（
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
）
・
尾
野
純
二（同
）
 

◇
相
撲
 
江
良
司
（
五
農
高
二
年）
 
・

坂
本
仁

（
市相
撲
協
会
）
 

◇
卓
球
 
工
藤
文
子
（
東奥
学
園
二
年
）
 

◇
テ
ニ
ス
 
下
山
沙
織
（
五
三
中三
年
）
 

・

工
藤
麻
理
（
同
三
年
）
 

◇
水
泳
 
木
村
一
貴
（
松
島小
五
年
）
 

・

木
村
友
哉
（
五
高
二
年
）
 
・
斎
藤

譲

（同
三
年
）
 
・
藤
森
紗
斐
（
中
央

小
六
年
）
 
・小
田
桐
慶
幸
（
栄
小
六

年
）
 
・
新谷
実
佳
（
五
一
中三
年
）
 

・

原
和
正
（
同
一
年
）
 
・
吉
沢昌
志
 

（
同
一年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
工藤
梢
子
（
五
工
高

二
年
）
 ・
長
内
幸
代
（
同
三
年）
 
・

神
啓
太
（
同
二
年）
 
・
新
谷
悠
太
 

（
同
一
年）
・
鈴
木靖
範
（
同
三
年
）
 

・

藤
田
裕
之

（
同三
年
）
 
・
坂
本
竜

一
 
（
同
一
年
）
 
・福
士
哲
司
（
五
一

高
三
年
）
 
・
笹
森
洋
一
 
（同
三
年
）
 

・

花
田
誠
也
（同
二
年
）
 
・
今
照
善
 

（同
二
年
）
 
・
佐
藤
公
司
（
同
二
年
）
 

・

三
上
慎
吾
（
同
一
年
）
 
・
佐
川
由

里
子
（
同
二
年
）
 ・
葛西
紀
子
（
同

二
年
）
 
・
前
田
奈
穂
子
（
同
一
年）
 

・

白
取
千
絵
子
（
同
一
年
）
 

五所川原市役所 丑35-2111 	平成12年 3 月1日 2 

,
 
r
 



文
化
奨
励
賞
（
個
人
）
 

◇
書
道
 
木
村
良
子
（清
泉
書
道
教
室
）
 

三
浦
昭
雄
（
太
清
書
道
会
）
 
・
山
田

恵
子
（
水
羊
会
）
 

平
成
十
一
年
度
 

芸
術
文

化
奨

励
賞
 
坂
崎
 

隆
浩
さ
ん
 

士
一A
r
g」く

ノ
J
つ
h以
手
に
 
大
津
 
毒
夫

さ
ん

ゴ
コ
」，

1
ノ
イ
ゴ
午

斗
一一
 
青
森
県
文
芸
協
会
 

受買 

暫
 

ー
れ
 

【D
 

一
 
か
 

”
」
 

ス
ポ
ー
ッ
奨
励
賞
（
団体
）
 

◇
陸
上
競
技
 
五
工
高
陸
上
競
技
部
 

◇
野
球
 
五
所
川
原
野
球
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
 

◇
卓
球
 
五
一
中
女
子
卓
球
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機

器
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
五
工
高

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
 

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
 
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

◇
弓
道
 
五
高
弓
道
部
 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
部

・
五
農
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

◇
柔
道
 
五

一
中
柔
道
部

・
五
所
川
原
 

柔
道
少
年
団
 

◇
サ
ッ
カ
ー
 
五
三
中
サ
ッ
カ
ー
部
・
 

F
c
ド
ラ
ン
カ
ー
ズ
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
少
林
寺
拳
法

部
男
子
部

・
同
女
子
部
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 
 

◇
油
彩
 
神
山
栄
子
 

◇
短
歌
 
野
呂
富
枝
（
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
 

短
歌
会
）
 
・
吉田
勇
蔵
（
同
）
 

◇
写
真
 
太
田
誠
三
（
写
真
集
団
無
名
 

群
）
 

◇
論
文
 
堀
内
つ
か
さ
（
浪
岡
高
三
年
）
 

◇
珠
算
 
白
川
華
子
（
五
小
四
年
）
 ・

山
川
美
紀
子
（
五
一
中
二
年
）
 

文
化
奨
励
賞
（
団
体
）
 

◇
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

◇
将
棋
 
日
本
将
棋
連
盟
五
所
川
原
支
 

部
 

県
教
育
委
員
会
の
平
成
十
一
年
度
芸

術
文
化
奨
励
賞
と
芸
術
文
化
報
奨
が
発

表
さ
れ
、
当
市
か
ら
は
芸
術
文
化
奨
励

賞
に
坂
崎
隆
浩
さ
ん
、
芸
術
文
化
報
奨

に
、
大
津
詳
夫
さ
ん
、
青
森
県
文
芸
協

会
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
 

芸
術

文
化
奨
励

賞
 

坂
 
崎
 
隆
 
浩
さ
ん
 

大
学
在
学
中
に
指
揮
者
の
道
を
志
し
、
 

五
所
川
原
合
唱
団
、
コ
ー
ラ
ス
研
究
会
 

T
s
U
G
A
R
Uな
ど
の
常
任
指
揮
者

を
務
め
る
一
方
で
、
五
所
川
原
合
唱
連

盟
理
事
長
、
県
合
唱
連
盟
理
事
と
し
て

合
唱
活
動
の
普
及
、
振
興
に
尽
力
さ
れ

た
。
ま
た
、
西
北
五
合
唱
祭
、
指
揮
法

講
習
会
な
ど
を
毎
年
主
宰
し
て
い
る
。
 

芸
術
文

化
報

奨
 

大
 
津
 
奪
 
夫
さ
ん
 

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
同
人
、
童
牛
短
歌

会
同
人
、
窓
日
短
歌
会
同
人
、
山
の
辺

短
歌
会
東
北
支
部
長
と
し
て
、
数
多
く

の
短
歌
を
創
作
、
発
表
。
ま
た
、
津
軽

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
主
宰
者
、
県
歌
人
懇

話
会
副
会
長
と
し
て
後
進
の
指
導
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

青
森
県
文
芸
協
会

（
成
田千
空
会
長
）
 

県
内
文
芸
人
の
親
睦
と
文
芸
に
関
す

る
研
究
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
機
関
誌
 

「
文
芸
あ
おも
り
」
を出
版
す
る
な
ど
芸

術
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
 

独
自
に
県
文
芸
協
会
賞
な
ど
を
制
定
し
、
 

文
化
人
を
表
彰
、
激
励
し
て
き
た
。
 

農
業
青
年
に
素
敵
な
 

異
性
と
の
出
会
いを
／
 

若
者
交
流
パ
ー
テ
ィー
開
催
 

市
農
業
者
年
金
協
会
、
農
業
委
員
会
、
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協
な
ど
が
主
催
す

る
若
者
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
 
「
で愛

・
ふ

れ
愛
・
め
ぐ
り
愛
」
が
、
二
月
＋
日
、
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

で
催
さ
れ
、
西
北
五
地
方
な
ど
か
ら
「
1
 

十
三
名
の
男
女
が
参
加
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

同
パ
ー
テ
ィ
ー
は
農
家
の
後
継
者
難

対
策
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
士

1
1
回
目
。
各
種
ゲ

ー
 

ム
な
ど
で
打
ち
解
け
た
後
の
告
白
タ
イ

ム
で
は
、
め
で
た
く
六
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
 

五所川原市役所 丑35-2111 3 平成12年 3 月1日 

文
化
奨
励
賞
（
個
人
）
 

◇
書
道
 
木
村
良
子
（清
泉
書
道
教
室
）
 

三
浦
昭
雄
（
太
清
書
道
会
）
 
・
山
田

恵
子
（
水
羊
会
）
 

平
成
十
一
年
度
 

芸
術
文

化
奨

励
賞
 
坂
崎
 

隆
浩
さ
ん
 

士
一A
r
g」く

ノ
J
つ
h以
手
に
 
大
津
 
毒
夫

さ
ん

ゴ
コ
」，

1
ノ
イ
ゴ
午

斗
一一
 
青
森
県
文
芸
協
会
 

受買 

暫
 

ー
れ
 

【D
 

一
 
か
 

”
」
 

ス
ポ
ー
ッ
奨
励
賞
（
団体
）
 

◇
陸
上
競
技
 
五
工
高
陸
上
競
技
部
 

◇
野
球
 
五
所
川
原
野
球
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
 

◇
卓
球
 
五
一
中
女
子
卓
球
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機

器
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
五
工
高

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
 

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
 
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

◇
弓
道
 
五
高
弓
道
部
 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
部

・
五
農
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

◇
柔
道
 
五

一
中
柔
道
部

・
五
所
川
原
 

柔
道
少
年
団
 

◇
サ
ッ
カ
ー
 
五
三
中
サ
ッ
カ
ー
部
・
 

F
c
ド
ラ
ン
カ
ー
ズ
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
少
林
寺
拳
法

部
男
子
部

・
同
女
子
部
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 
 

◇
油
彩
 
神
山
栄
子
 

◇
短
歌
 
野
呂
富
枝
（
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
 

短
歌
会
）
 
・
吉田
勇
蔵
（
同
）
 

◇
写
真
 
太
田
誠
三
（
写
真
集
団
無
名
 

群
）
 

◇
論
文
 
堀
内
つ
か
さ
（
浪
岡
高
三
年
）
 

◇
珠
算
 
白
川
華
子
（
五
小
四
年
）
 ・

山
川
美
紀
子
（
五
一
中
二
年
）
 

文
化
奨
励
賞
（
団
体
）
 

◇
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

◇
将
棋
 
日
本
将
棋
連
盟
五
所
川
原
支
 

部
 

県
教
育
委
員
会
の
平
成
十
一
年
度
芸

術
文
化
奨
励
賞
と
芸
術
文
化
報
奨
が
発

表
さ
れ
、
当
市
か
ら
は
芸
術
文
化
奨
励

賞
に
坂
崎
隆
浩
さ
ん
、
芸
術
文
化
報
奨

に
、
大
津
詳
夫
さ
ん
、
青
森
県
文
芸
協

会
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
 

芸
術

文
化
奨
励

賞
 

坂
 
崎
 
隆
 
浩
さ
ん
 

大
学
在
学
中
に
指
揮
者
の
道
を
志
し
、
 

五
所
川
原
合
唱
団
、
コ
ー
ラ
ス
研
究
会
 

T
s
U
G
A
R
Uな
ど
の
常
任
指
揮
者

を
務
め
る
一
方
で
、
五
所
川
原
合
唱
連

盟
理
事
長
、
県
合
唱
連
盟
理
事
と
し
て

合
唱
活
動
の
普
及
、
振
興
に
尽
力
さ
れ

た
。
ま
た
、
西
北
五
合
唱
祭
、
指
揮
法

講
習
会
な
ど
を
毎
年
主
宰
し
て
い
る
。
 

芸
術
文

化
報

奨
 

大
 
津
 
奪
 
夫
さ
ん
 

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
同
人
、
童
牛
短
歌

会
同
人
、
窓
日
短
歌
会
同
人
、
山
の
辺

短
歌
会
東
北
支
部
長
と
し
て
、
数
多
く

の
短
歌
を
創
作
、
発
表
。
ま
た
、
津
軽

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
主
宰
者
、
県
歌
人
懇

話
会
副
会
長
と
し
て
後
進
の
指
導
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

青
森
県
文
芸
協
会

（
成
田千
空
会
長
）
 

県
内
文
芸
人
の
親
睦
と
文
芸
に
関
す

る
研
究
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
機
関
誌
 

「
文
芸
あ
おも
り
」
を出
版
す
る
な
ど
芸

術
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
 

独
自
に
県
文
芸
協
会
賞
な
ど
を
制
定
し
、
 

文
化
人
を
表
彰
、
激
励
し
て
き
た
。
 

農
業
青
年
に
素
敵
な
 

異
性
と
の
出
会
いを
／
 

若
者
交
流
パ
ー
テ
ィー
開
催
 

市
農
業
者
年
金
協
会
、
農
業
委
員
会
、
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協
な
ど
が
主
催
す

る
若
者
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
 
「
で愛

・
ふ

れ
愛
・
め
ぐ
り
愛
」
が
、
二
月
＋
日
、
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

で
催
さ
れ
、
西
北
五
地
方
な
ど
か
ら
「
1
 

十
三
名
の
男
女
が
参
加
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

同
パ
ー
テ
ィ
ー
は
農
家
の
後
継
者
難

対
策
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
士

1
1
回
目
。
各
種
ゲ

ー
 

ム
な
ど
で
打
ち
解
け
た
後
の
告
白
タ
イ

ム
で
は
、
め
で
た
く
六
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
 

五所川原市役所 丑35-2111 3 平成12年 3 月1日 



津
軽
自
動
車
道
の
鯵
ケ沢
ま
で
の
早
期
延
伸

西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路
の
早
期
整
備
採
択
 

、一
一
〇
〇
〇
「
青
森
の道
づ
＜
り
」
シ
ンポ
ジ
ウ
ム
ノ
 

イ
 

、
 

要望 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た

ー
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

o
藤
産
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
（
杉
山
薫
代
表
）
 廿
慰
問
（
九名
に
よ
る
歌

・
 

踊
り
・
三
味
線
演
奏
）
、
寄
贈
（
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
、
甘
納
豆
の
ク
ジ
引
き
、
歯
 

ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
百
名
分
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
閥
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
友
の
会
（
平
山
誠
敏
会
長
）
廿
一
一
万
「
1千
五
百
 

九
十
二
円
。
 

〇
木
村
や
桑
さ
ん
（
市
内
漆
川
字

清
水
流
四
〇
ー
三
）
廿
千
四
百

四
十
七
円
。
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
小
山
内
修
導
さ
ん

（
市
内川
端

町

一
〇
）
廿
十万
円
。
 

⑨
岡
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

〇
小
山
内
修
導
さ
ん

（
市
内川
端

町

一
〇
）
廿
一
一
十万
円
。
 

「成田市長に目録を手渡す 
願昌寺の小山内修導住職」 

五所川原市役所 公35-2111 	平成12年 3 月 1日 4 

( ）内は、前年対比 

運転は ゆったりハートに 
しっかりベルト 

毎月1日は、県民交通安全の日 

青森県内 五所川原警察署管内 
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五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

―交通安全は家庭から

交通事故概要 

りI 
熱心に意見交換したパネリストの皆．さん 

本
県
の
道
路
整
備
を
計
画
的
、
重
点

的
に
進
め
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
 

二
〇
〇
〇
 
「
青
森の
道
づ
く
り
」
が
青
 

森
県
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

（
会

長
・
青
森
市
長
佐
々
木
誠
造
）
主
催
で

二
月
十
五
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い

て
開
催
さ
れ
県
、
市
町
村
や
経
済
界
な

ど
か
ら
約
三
百
人
の
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

二
十
一
世
紀
の
広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
 

ー
ク
を
ど
う
整
備
す
る
か
を
テ
ー
マ
に

県
文
化
財
審
議
委
員
の
佐
藤
仁
氏
が
 

「
広域
交
流
を
支
え
て
き
た
み
ち
の
変

遷
」
と
題
し
基
調
講
演
を
し
た
後
、
渡

辺
利
雄
青
森
大
学
経
営
学
部
長
を
コ
ー
 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
成
田
市
長
や
県
市

町
村
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事

の
盛
貢
木
造
町
長
ら
が
意
見
交
換
を
行

い
、
そ
の
中
で
浪
岡
ー
五
所
川
原
間
で

整
備
が
進
む
津
軽
自
動
車
道
の
鯵
ケ
沢

ま
で
の
早
期
延
伸
、
鯵
ケ
沢
町
ー
秋
田
 

・

能
代
市
間
の
地
域
高
規
格
道
路
「
西

津
軽
能
代
沿
岸
道
路
」
 
の
早期
整
備
採

択
な
ど
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。
 

主
催
者
の
期
成
同
盟
会
や
県
は
、
「」
 

の
日
出
さ
れ
た
地
域
要
望
を
、今
後
、県

の
道
路
整
備
に
生
か
す
ほ
か
、
建
設
省

な
ど
関
係
機
関
に
も
要
望
し
早
期
実
現

を
目
指
す
予
定
で
す
。
 

過
激
派
指
名
手
配
被
疑
者
 

の
発
見
に
ご
協
力
を
 

高
 
田
 
武

（
六
「歳
）
 

爆
弾
犯
人
（
空
港に
爆
発
物
を
発
射
）
 

〔
特
長
〕
 身
長

一
五
八
セ
ン
チ
メ
ー
 

ト
ル
位
、
体
格
が
っ
ち
り
、
マ
ユ

毛
が
薄
く
、
ア
コ
張
っ
て
い
る
 

色
は
黒
い
方
、
右
耳
元
・
唇
右
下
 

・

唇
左
下
に
ほ
く
ろ
あ
り
 

写
真
の
者
は
、
青
森
県
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
県
内

に
潜
伏
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

現
在
六
十

一
歳
で
あ
り
、
人
相
が
少
し

変
わ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
 

目
、
鼻
す
じ
は
あ
ま
り
変
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
あ
れ
、似
て
い
る
」
 
と
思
った
人

物
を
見
か
け
た
ら
、
 一
一
〇
番
か左
記

の
電
話
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 ●

過
激
派
一

一
〇
番
 

か
0
1
7
7
(7
3)1
1
1
0
 

●

警
察
総
合
相
談
室
 

雪
0
1
7
7
(3
5)
9
1
1
0
 

●

五
所
川
原
警
察
署
 

か
（3
5)
2
1
4
1
 

【
 

津
軽
自
動
車
道
の
鯵
ケ沢
ま
で
の
早
期
延
伸

西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路
の
早
期
整
備
採
択
 

、一
一
〇
〇
〇
「
青
森
の道
づ
＜
り
」
シ
ンポ
ジ
ウ
ム
ノ
 

イ
 

、
 

要望 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た

ー
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

o
藤
産
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
（
杉
山
薫
代
表
）
 廿
慰
問
（
九名
に
よ
る
歌

・
 

踊
り
・
三
味
線
演
奏
）
、
寄
贈
（
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
、
甘
納
豆
の
ク
ジ
引
き
、
歯
 

ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
百
名
分
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
閥
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
友
の
会
（
平
山
誠
敏
会
長
）
廿
一
一
万
「
1千
五
百
 

九
十
二
円
。
 

〇
木
村
や
桑
さ
ん
（
市
内
漆
川
字

清
水
流
四
〇
ー
三
）
廿
千
四
百

四
十
七
円
。
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
小
山
内
修
導
さ
ん

（
市
内川
端

町

一
〇
）
廿
十万
円
。
 

⑨
岡
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

〇
小
山
内
修
導
さ
ん

（
市
内川
端

町

一
〇
）
廿
一
一
十万
円
。
 

「成田市長に目録を手渡す 
願昌寺の小山内修導住職」 
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毎月1日は、県民交通安全の日 

青森県内 五所川原警察署管内 

発
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傷
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五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

―交通安全は家庭から

交通事故概要 

りI 
熱心に意見交換したパネリストの皆．さん 

本
県
の
道
路
整
備
を
計
画
的
、
重
点

的
に
進
め
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
 

二
〇
〇
〇
 
「
青
森の
道
づ
く
り
」
が
青
 

森
県
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

（
会

長
・
青
森
市
長
佐
々
木
誠
造
）
主
催
で

二
月
十
五
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い

て
開
催
さ
れ
県
、
市
町
村
や
経
済
界
な

ど
か
ら
約
三
百
人
の
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

二
十
一
世
紀
の
広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
 

ー
ク
を
ど
う
整
備
す
る
か
を
テ
ー
マ
に

県
文
化
財
審
議
委
員
の
佐
藤
仁
氏
が
 

「
広域
交
流
を
支
え
て
き
た
み
ち
の
変

遷
」
と
題
し
基
調
講
演
を
し
た
後
、
渡

辺
利
雄
青
森
大
学
経
営
学
部
長
を
コ
ー
 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
成
田
市
長
や
県
市

町
村
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事

の
盛
貢
木
造
町
長
ら
が
意
見
交
換
を
行

い
、
そ
の
中
で
浪
岡
ー
五
所
川
原
間
で

整
備
が
進
む
津
軽
自
動
車
道
の
鯵
ケ
沢

ま
で
の
早
期
延
伸
、
鯵
ケ
沢
町
ー
秋
田
 

・

能
代
市
間
の
地
域
高
規
格
道
路
「
西

津
軽
能
代
沿
岸
道
路
」
 
の
早期
整
備
採

択
な
ど
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。
 

主
催
者
の
期
成
同
盟
会
や
県
は
、
「」
 

の
日
出
さ
れ
た
地
域
要
望
を
、今
後
、県

の
道
路
整
備
に
生
か
す
ほ
か
、
建
設
省

な
ど
関
係
機
関
に
も
要
望
し
早
期
実
現

を
目
指
す
予
定
で
す
。
 

過
激
派
指
名
手
配
被
疑
者
 

の
発
見
に
ご
協
力
を
 

高
 
田
 
武

（
六
「歳
）
 

爆
弾
犯
人
（
空
港に
爆
発
物
を
発
射
）
 

〔
特
長
〕
 身
長

一
五
八
セ
ン
チ
メ
ー
 

ト
ル
位
、
体
格
が
っ
ち
り
、
マ
ユ

毛
が
薄
く
、
ア
コ
張
っ
て
い
る
 

色
は
黒
い
方
、
右
耳
元
・
唇
右
下
 

・

唇
左
下
に
ほ
く
ろ
あ
り
 

写
真
の
者
は
、
青
森
県
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
県
内

に
潜
伏
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

現
在
六
十

一
歳
で
あ
り
、
人
相
が
少
し

変
わ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
 

目
、
鼻
す
じ
は
あ
ま
り
変
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
あ
れ
、似
て
い
る
」
 
と
思
った
人

物
を
見
か
け
た
ら
、
 一
一
〇
番
か左
記

の
電
話
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 ●

過
激
派
一

一
〇
番
 

か
0
1
7
7
(7
3)1
1
1
0
 

●

警
察
総
合
相
談
室
 

雪
0
1
7
7
(3
5)
9
1
1
0
 

●

五
所
川
原
警
察
署
 

か
（3
5)
2
1
4
1
 

【
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〈連載第2OLgJ) 

舞鹿溶刷用し鯛飼露鵬目用に飢曜 
前回の 「在宅サービスの支給限度額」 に引き

続き、今回は、特別養護老人ホームなどの 「施

設サービス費」 についてお知らせいたします。 

要介護認定で 「要介護 1」 から 「要介護 5-I 
と認定され、自宅で介護を受け生活することが

困難な場合、介護保険施設へ入所し、必要な介

護を受けながら生活することができます。 

（「要支援」 の方は、施設サービスを利用できま

せん） 

介護保険施設を利用する場合、介護サービス

費と食事サービス費がかかることになります。 

費用の目安については、次の表の通りです。 

1 施設サ ビス費（施設の基準により単価こ若干の差があります） 

要介護度 介護老人福祉：施設 
（特別養護老人ホーム） 

介護老人保健施設 
（老人保健施設） 

介護療養型医療施設 
（療養型病床群） 

基本食事サー 
ビス費（食費） 

要介護 I 日額 	7,960円 日額 	8,800円 日額 11,930円 

日 額 

2,120円 

（各種施設共通） 

要介護 2 8,410円 9,300円 12,390円 

要介護 3 8,850円 9,800円 12,850円 

要介護 4 9,300円 10,300円 13,310円 

要介護 5 9,740円 10,800円 13,770円 

l 

1割を自己負担 定額自己負担 
（表 2 参照） 

2 介護保険施設食事標準負担額 
対 	象 	者 日 	額 

①市民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者、生活保護受給者 300円 

②市民税非課税世帯に属する者 500円 

③上記以外の者 760円 

※特別養護老人ホーム旧措置入所者の利用者負担の特例 

平成12年 3 月31日までに特別養護老人ホームに入所している方については、これまでの費用

徴収額を大きく上回らないよう利用者負担額が、上記とは別に定められます。 

広報 2 月15日号で掲載しました 「在宅サービスの支給限度額とサービス利用の目安」 に 
ついて、要介護 5 の支給限度額に一部誤りがございましたので、お詫びして訂正いたします。 

誤 
	

正 
要介護 5 支給限度額 358,000円→358,300円 

（自己負担額） 	(35,8 30円） 	' (35,830円） 

問い合わせ先 介護保険課 内線272・273 

5 平成12年 3 月1日 
	

五所川原市役所 合35-2111 
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悪
質
商
法
な
ど
で
困
つ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
 

青
森
県

消
費

生
活
セ
ン

タ
ー
 

公
0
1
7
7
(2
2)
3
3
3
8
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
9
4
 

国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保

健
所
予
防
課
 

合
（3
4)
2
1
0
8
 

今
月
の
 

行
政
相
談
日
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

当
日
は
電
話
で
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時

、
1
5時
 

（今
月
は
3
月
1
6日
）
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
電
話
 

。
（3
5)2
1
1
1
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

平
成
1
1年
度
（
平
成
1
1年
4
月
か
ら
 

1
2年
3
月
）
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、4
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万

一
の
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う

か
、
い
ま
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
示
紹
介
 

中
央

公
民
館
 容

（3
5)
6
0
5
6
 

●

2
月
2
8日
同
、
3
月
1
2日
同

中
央
公
民
館
 

〔2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

『稲
垣
村
移
動
交
流
版
画
展
』
 

◇
内
容
 
版
画
づ
く
り
で
、
豊
か
な
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
稲
垣
村
と
の

移
動
交
流
版
画
展
で
す
。
 

〔3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

一
開米
武
彦
、
短
歌
色
紙
展
也
 

◇
内
容
 
市
内
飯
詰
在
住
の
開
米
さ
ん

が
、
視
力
障
害
と
闘
い
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
短
歌
、
俳
句
、
詩
の
作
 

品
展
示
会
で
す
。
 

⑨

「み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

＜
る
み
園
 

入
園
者
作
品
展
示
会
 

養
護
老
人

ホ
ー
ム

く
る

み
園
 

費
（3
4)
2
7
2

ー
 

当
日
は
、
食
堂
で
模
擬
店
を
開
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
展
示
作
品
の
即
売

も
い
た
し
ま
す
の
で
、
地
域
交
流
の
た

め
皆
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
6日
困
 
1
0時

、
1
4時

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る

◇
一
般
精
神
で
は
 

・

ゆ
う
う
つ
 
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・

家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
 

〔老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

3
月
1
4日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

〔
一般
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

3
月
2
1日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
委
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

●

3
月
2
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
委
員
 
漬
田
健
司
さ
ん
 

お
役
に
立
ち
ま
す

ー
 

地
元
の
元
気
な
高
齢
者
 

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
 

費
（3
4)
8
8
4
4
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
た
め
の

就
職
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

高
齢
者
の
豊
か
な
知
識

・
経
験
を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

〔
業務
内
容
〕
 

◇
事
務
分
野
 

・

一
般
事
務
・
毛
筆
筆
耕
 

・
宛
名
書
き
等
 

◇
サ
ー
ビ
ス
分
野
 

・

福
祉
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

◇
管
理
分
野
 

・

駐
車
場
管
理
等
 

nf⑨rmati0n 

ど覧護鶏 
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◇
技
術
を
必
要
と
す
る
分
野
 

・

ふ
す
ま
張
り
・
大
工
仕
事
 

・

植
木
手
入
れ

・
和
洋
裁
等
 

・

ペ
ン
キ
塗
り
 

◇
屋
内
外
の
軽
作
業
 

・

清
掃
・
樹
木
消
毒
・
除
草
 

・

植
木
手
入
れ
・
草
刈
り
 

・

そ
の
他
（
車
の
運
転
、
農
作
業
、
片

づ
け
作
業
）
 

〔
会員
の
資
格
の
更
新
〕
 

現
在
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
会

員
の
方
は
、
3
月
3
1日
固
で
資
格
が
切

れ
ま
す
。
 

引
き
続
き
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

・

年
会
費
 

3
0
0
0
円
 

・

会
員
友
の
会
会
費
 

5
0
0
円

を
ご
持
参
の
う
え
、
3
月
1
日
困
以

降
に
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

〔
新
会員
募
集
〕
 

6
0歳
以
上
で
、
ま
だ
ま
だ
 

元
気
だ
か
ら
働
き
た
い
と
い
う
方

市
内
に
居
住
し
て
、
概
ね
6
0歳
以
上

の
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
な
ら
、
 

い
つ
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

入
会
希
望
の
方
は
、
 

・

年
会
費
 

3
0
0
0
円
 

・

会
員
友
の
会
会
費
  

5
0
0
円
 

・

写
真
 

・

通
帳
（
郵
便
局
）
 

を
ご
持
参
の
う
え
、
 
 
事
務
局
ま
で
お
 

越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
 

《
 

悪
質
商
法
な
ど
で
困
つ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
 

青
森
県

消
費

生
活
セ
ン

タ
ー
 

公
0
1
7
7
(2
2)
3
3
3
8
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
9
4
 

国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保

健
所
予
防
課
 

合
（3
4)
2
1
0
8
 

今
月
の
 

行
政
相
談
日
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

当
日
は
電
話
で
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時

、
1
5時
 

（今
月
は
3
月
1
6日
）
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
電
話
 

。
（3
5)2
1
1
1
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

平
成
1
1年
度
（
平
成
1
1年
4
月
か
ら
 

1
2年
3
月
）
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、4
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万

一
の
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う

か
、
い
ま
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
示
紹
介
 

中
央

公
民
館
 容

（3
5)
6
0
5
6
 

●

2
月
2
8日
同
、
3
月
1
2日
同

中
央
公
民
館
 

〔2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

『稲
垣
村
移
動
交
流
版
画
展
』
 

◇
内
容
 
版
画
づ
く
り
で
、
豊
か
な
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
稲
垣
村
と
の

移
動
交
流
版
画
展
で
す
。
 

〔3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

一
開米
武
彦
、
短
歌
色
紙
展
也
 

◇
内
容
 
市
内
飯
詰
在
住
の
開
米
さ
ん

が
、
視
力
障
害
と
闘
い
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
短
歌
、
俳
句
、
詩
の
作
 

品
展
示
会
で
す
。
 

⑨

「み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

＜
る
み
園
 

入
園
者
作
品
展
示
会
 

養
護
老
人

ホ
ー
ム

く
る

み
園
 

費
（3
4)
2
7
2

ー
 

当
日
は
、
食
堂
で
模
擬
店
を
開
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
展
示
作
品
の
即
売

も
い
た
し
ま
す
の
で
、
地
域
交
流
の
た

め
皆
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
6日
困
 
1
0時

、
1
4時

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る

◇
一
般
精
神
で
は
 

・

ゆ
う
う
つ
 
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・

家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
 

〔老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

3
月
1
4日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

〔
一般
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

3
月
2
1日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
委
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

●

3
月
2
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
委
員
 
漬
田
健
司
さ
ん
 

お
役
に
立
ち
ま
す

ー
 

地
元
の
元
気
な
高
齢
者
 

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
 

費
（3
4)
8
8
4
4
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
た
め
の

就
職
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

高
齢
者
の
豊
か
な
知
識

・
経
験
を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

〔
業務
内
容
〕
 

◇
事
務
分
野
 

・

一
般
事
務
・
毛
筆
筆
耕
 

・
宛
名
書
き
等
 

◇
サ
ー
ビ
ス
分
野
 

・

福
祉
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

◇
管
理
分
野
 

・

駐
車
場
管
理
等
 

nf⑨rmati0n 

ど覧護鶏 

平成12年 3 月 1日 6 五所川原市役所 ft 35-2111 

◇
技
術
を
必
要
と
す
る
分
野
 

・

ふ
す
ま
張
り
・
大
工
仕
事
 

・

植
木
手
入
れ

・
和
洋
裁
等
 

・

ペ
ン
キ
塗
り
 

◇
屋
内
外
の
軽
作
業
 

・

清
掃
・
樹
木
消
毒
・
除
草
 

・

植
木
手
入
れ
・
草
刈
り
 

・

そ
の
他
（
車
の
運
転
、
農
作
業
、
片

づ
け
作
業
）
 

〔
会員
の
資
格
の
更
新
〕
 

現
在
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
会

員
の
方
は
、
3
月
3
1日
固
で
資
格
が
切

れ
ま
す
。
 

引
き
続
き
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

・

年
会
費
 

3
0
0
0
円
 

・

会
員
友
の
会
会
費
 

5
0
0
円

を
ご
持
参
の
う
え
、
3
月
1
日
困
以

降
に
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

〔
新
会員
募
集
〕
 

6
0歳
以
上
で
、
ま
だ
ま
だ
 

元
気
だ
か
ら
働
き
た
い
と
い
う
方

市
内
に
居
住
し
て
、
概
ね
6
0歳
以
上

の
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
な
ら
、
 

い
つ
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

入
会
希
望
の
方
は
、
 

・

年
会
費
 

3
0
0
0
円
 

・

会
員
友
の
会
会
費
  

5
0
0
円
 

・

写
真
 

・

通
帳
（
郵
便
局
）
 

を
ご
持
参
の
う
え
、
 
 
事
務
局
ま
で
お
 

越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
 

《
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オルテンシア3 月の催し物案内 
ふるさと交流圏民センタ一 TEL (33) 2111 

日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 
ー
 
ル
 

に
リ
 
 B

  

第17回さっき保育園 

音楽リズム研究会 
9:40 無 	料 

小
 

ホ
 

ー
 
ル
 
 

19 ［目
 

きよみ愛育闘 

こてきおゆうぎ 

発表会 

13:00 無 

11 

12 

土
 
日
 

アニメーション映画 

「ハッピーバースデー」 

命かがやく瞬間 

開演時間、入
場料にっいては 
9 ページ 「市民
サロン」 をご覧
ください。 

24 金
  

平和勝次歌謡ショー 
13:30 
18:30 

無 

25 土
  

阿部寿子ピアノ発表会 13:00 無 
18 土

  
チャイルドシート貸与式 14:00 整理券 

20 月
  

第18回 

チャリテイー津軽三味線 

滝栄会発表会 

9:30 

前売 
500円 

当日 
800円 

26 日
  

J's A CAPELLA 
NIGHT Vol.10 

18:30 
前売 

当日とも 

2,500円 

日
本
全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
凧
が

集
ま
り
、
グ
ン
グ
の
音
を
響
か
せ
て
大

空
高
く
舞
い
上
が
る
凧
を
、
是
非
ご
覧

に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

〔
凧
揚
げ
大
会
前
夜
祭

〕
 

●

3
月
1
1日
国
 
1
8時
 

サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ラ
ザ
青
陽
園
 

◇
参
加
料
 
1
人
3
5
0
0
円
 

（小
学
生
以
下
 
1
0
0
0
円
）
 

◇
参
加
申
込
 
事
務
局
に
て
随
時
受
付
 

し
て
お
り
ま
す
。
当
日
会
場
で
も
受
 

付
で
き
ま
す
。
 

〔
凧
揚
げ
大
会

〕
 

●

3
月
1
2日
回
 
9
時
3
0分
 

岩
木
川
河
川
公
園
 

◇
競
技
種
目
 

・

A
ク
ラ
ス
…
子
ど
も
の
部

（
中学
生

以
下
）
自
作
凧
大
歓
迎
 

・

B
ク
ラ
ス
…
伝
統
凧
の
部
（
津
軽
凧

以
外
）
 

・

c
ク
ラ
ス
…
創
作
凧
の
部
 

・

D
ク
ラ
ス
…
津
軽
凧
高
校
生

・
一
般

の
部
（
西
の
内
8
枚
以
下
）
 

・

E
ク
ラ
ス
…
津
軽
凧
高
校
生
・
一
般

の
部

（
西の
内
9
枚
以
上
）
 

・

F
ク
ラ
ス
…
団
体
の
部
 

◇
参
加
料
 
無
料
 
 

◇
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
る
人
 

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
。
 

・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
人
。
 ・

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
か

ら
老
齢
退
職
年
金
を
受
け
て
い
る
人

で
、
こ
れ
ら
の
加
入
期
間
が
2
0年
以

上
、
も
し
く
は
4
0歳
以
降
の
加
入
期

間
が
1
0年
以
上
あ
る
人
。
 

・

退
職
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
の
被
扶

養
者
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
。
 

（た
だ
し
、
年
間
収
入
が
一
定
基
準

額
を
越
え
る
人
は
被
扶
養
者
に
は
な

り
ま
せ
ん
）
 

商
工
観
光
課
内
 
岡
五
所
川
原
市

観
光
協
会
事
務
局
 
内
線

3
9
2
 

津
軽
の
空
に
全
国
各
地
の
凧
が
舞
一つ

警
回
 
五
所
川
原
全
国
凧
揚
げK
4「
 

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
方
が
、利
用
で
き
る
国
保
の
制
度
で
す

会
社
を
退
職
し
て
、年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
 

退
職
者
医
療
制
度
の
ご
案
内
 

国
保

年
金
課
 

内
線

2
1
4

・
2
1
5
 

◇
医
療
機
関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
は
7

・
 

・

退
職
被
保
険
者
本
人
…
外
来
、
入
院
と
も
2
割
 

・

被
扶
養
者
 

外
来
3
割
、
入
院
2
割
 

（
入
院
時の
食
事
、
お
よ
び
外
来
時
の
薬
剤
は
別
途
負
担
が
あ
り
ま
す
）
 

◇
資
格
が
で
き
る
の
は
？
 

・

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
 

（
事実
が
発
生
し
た
ら
、
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

◇
適
用
を
受
け
な
く
な
る
と
き
 

・

老
人
保
健
制
度
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
。
 

・

退
職
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
。
 

マ
」の
場
合
、
被
扶
養
者
は
一
般
の
国
保
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
）
 

◇
届
け
出
に
必
要
な
も
の
 
年
金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
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光
協
会
事
務
局
 
内
線

3
9
2
 

津
軽
の
空
に
全
国
各
地
の
凧
が
舞
一つ

警
回
 
五
所
川
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全
国
凧
揚
げK
4「
 

会
社
な
ど
を
退
職
さ
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た
方
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、利
用
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制
度
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会
社
を
退
職
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を
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方
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退
職
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医
療
制
度
の
ご
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国
保

年
金
課
 

内
線

2
1
4

・
2
1
5
 

◇
医
療
機
関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
は
7

・
 

・

退
職
被
保
険
者
本
人
…
外
来
、
入
院
と
も
2
割
 

・

被
扶
養
者
 

外
来
3
割
、
入
院
2
割
 

（
入
院
時の
食
事
、
お
よ
び
外
来
時
の
薬
剤
は
別
途
負
担
が
あ
り
ま
す
）
 

◇
資
格
が
で
き
る
の
は
？
 

・

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
 

（
事実
が
発
生
し
た
ら
、
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

◇
適
用
を
受
け
な
く
な
る
と
き
 

・

老
人
保
健
制
度
に
よ
る
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療
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こ
と
に
な
っ
た
と
き
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・

退
職
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
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マ
」の
場
合
、
被
扶
養
者
は
一
般
の
国
保
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
）
 

◇
届
け
出
に
必
要
な
も
の
 
年
金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
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平成12年度市●県民税の申告および相談について 

【期限内申告相談日程表】 
地区 月日 曜 対 	象 	区 	域 時 	間 相談会場 電 話 

毘
沙
門
  

3・ 1 水
  

毘沙門 
9:2Q~12:QO 
13:OO-15:00 

毘沙門‘長富コミ 
2ニテイセンター 

36-2013 

3・ 2 木
  

長富 
9:20-12:OO 
13:OO-15:OO 

長富コミュニテイ
消防セ ン タ ー 

36-2852 

長
橋
  

(
j
 八j
 

3
6
  

●
 

．
 
 

金
月
 

福浅
 
山
井
 
豊

神
 
成
山
 
野
松
 
里
野
 
・
木
 
沢
 

 
9:2Q--42:00 

13:00--15:00 
、
、
、
、
ノ
 

一
 
一
 
一
 

コ
セ
 

ュ
タ
 
テ

長
 
イ
橋
 

 

29-3111 

本
 

庁
 

マ
u
 

八
イJ
  

7
 
8
  

.
 

.
 
 

火
 
水
 

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊・一ッ谷・ 
布屋町・弥生町 
松島町・湊 

9:10-12:00 
13:00--15:00 

コ ミ コ一ニ テ イ
防災セ ン タ ー 
（鎌 	谷 	町） 

34-9501 

3・ 9 

3・10 

木
 
金
 

川端町‘本町・東町・大町・旭町・上平井町・ 
小曲・田川 
岩木町・中平井町・寺町・柏原町・錦町・幾島町 
・末広町・蘇鉄・芭蕉 

9:1O-12:00 
'3:OO-15:QO 

中央コミュニテイ 
セ 	ン 	タ 	ー 
（上 平 井 町） 

33-1532 

3・13 
3・14 

月
火
 

敷島町・雛田・下平井町・幾世森 
新宮町・新宮岡田・新宮松元・長橋橋元・若葉・ 
長橋広野（1番～10番） 

9:10---12:OO 
13:00-15:00 

しきしまコ ミコ一
ニテイ センター 
（敷 	島 	町） 

34-4503 

3・15 水
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町・柳町 
‘湊団地 

9:10-12:QQ 
13:00 -15:00 

富士見 コ ミ コ一
ニテイ センター 

（蓮 

35-0294 

※平成12年度市・県民税申告書は申告相談会場、税務課及び各支所に備え付けしてあります。 

【期限後申告相談日程表】 
月日 曜 対 	象 	地 	区・区 域 時 	間 相談会場 電 話 

3・16 木
  

三好・中川 9:20---15:00 コセ
 
ミ

、
ノ
 
ュ
タ
 
ニ

一
 
テ

三
 
イ
好
 

 

36-2014 

3・17 金
  

飯詰・毘沙門 9:20-15:QQ コ
セ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ

一
 
テ
飯
 
イ
詰
 

 

37-2141 

3・21 火
  

七和・梅沢 9:20-15:0Q コセ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ

一
 
テ

七
 
イ
和
 

 

29-2111 

3・22 水 松島 9:20-15:00 コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ

一
 
テ

松
 
イ
島
 

 

34-2942 

3・23 木
  

栄 9:20-15:00 コ
セ
 
ュ
 
ニ

タ
 
テ

一
 

ミ
ン
 
イ
栄
 

 

35-1926 

3・24 金
  

長橋 9:20-15:OQ コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ

一
 
テ

長
 
イ
橋
 

 

29-3111 

3・27 口
月
 布屋町・弥生町・松島町・湊 

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊・一ッ谷・ 9:1O-15:OO 
コ ミ コ ニ テ イ
防 災 セ ン タ ー 
（鎌 	谷 	町） 

34-9501 

3・28 火
  

川端町・本町・東町・大町・旭町・上平井町・ 
小曲・田川・岩木町・中平井町・寺町・ 
柏原町・錦町・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

9:10-15:O0 
中央コミュニテイ 
セ 	ン 	タ 	ー 
（上 平 井 町） 

33-1532 

3・29 水 

敷島町・雛詔・下平井町・幾世森・新宮町・
新宮岡田・新宮松元・長橋橋元・若葉・
長橋広野（1番～10番） 

9:10-15:00 
しきしまコミュニ
テ イ セ ン タ ー 
（敷 	島 	町） 

34-4503 

3・30 木
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町
柳町・湊団地 

9:10 - 	15:00 
富士見コミュニテ 
イ 	セ 	ン 	タ ー 

（蓮 
35-0294 

※ 3 月31日（金）以降は、全地区について市役所税務課内で申告相談を受付します。窓口の混雑が予

想されますので、なるべく 日程表に沿っておいでくださるよう、お願いいたします。 

問い合わせ先 税務課市民税係 内線424・425 

五所川原市役所 廿35-2111 
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建
一
 

目
 
火
火
 

ー
 
l
 
ー
！
！
ロ
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お持
ち
の
方
）
 

ー

各
地
区

で
の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

ー
 

健
康
相
談
ー
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時
3
0分
、
1
2時
 

毘
沙
門
・
長
富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
1
0日
岡
 
1
1時
、
1
2時
3
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

●

3
月
1
3日
回
 
1
3時

、
1
4時
3
0分
 

福
山
消
防
セ
ン
タ
ー
 

1

保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
 

ゴ
 

F
 

成
人
の
相
談

日

L
 

●

3
月
8
日
困
 

1
0時
、
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

3
月
2
4日
岡
 
1
3時

、
1
4時
 

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「動
脈
硬
化
と
生
活
習
慣
病
」
 

◇
講
師
 
櫛
引
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

櫛
引
健
先
生
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ＆
 

コ
ン
デ
ィシ
ョ
ニ
ン
グ教
室
 

健
康
づ
く
り
に
お
勧
め
で
き
る
気
軽

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
自
分
の
歩
き
方
の

ク
セ
を
知
り
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

●

3
月
2
6日
同
 
9
時
3
0分

、
1
2時
 

市
民
体
育
館
 

◇
講
師
 
小
田
桐
匡
孝
さ
ん
 

※
高
校
教
諭
、
元
競
歩
選
手
、
日
本
ウ
 

ォ
ー
キ
ン
グ
学
会
会
員
 

◇
対
象
 
市
民
（
た
だ
し
、
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
バ
ス
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
、
ズ
ッ
ク
、
運
動
の
で
き
る

服
装
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
で
、
は
つ
ら
つ
女

性
課
又
は
五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会

電
話
（
3
5)1
6
6
6
藤
本
ま
で
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
2
1日
因
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

3
月
3
日
岡
 
1
0時
、
1
5時
9
9万

東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
株
式
会
社
前
 

西
北
中
央
病
院
小
児科
 

荒
井
宏
治
先
生
の
 

ワ
ンポ
イ
ン
トク
リ
ニ
ック
 

【
熱性
け
い
れ
ん
】
 

慌
て
な
い
で
様
子
を
見
て
、
服
を
緩

め
頭
を
冷
や
す
。
病
院
で
け
い
れ
ん
予

防
の
指
導
を
。
 

2
歳
4
ケ
月
の
男
の
子
が
、
深
夜
3
9
 

度
の
熱
を
あ
げ
、
け
い
れ
ん
を
お
こ
し

た
と
の
こ
と
で
救
急
車
で
救
急
外
来
に

搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
 お
医
者
さ
ん
が
診

察
し
よ
う
と
し
た
ら
、
子
ど
も
は
グ

ー
 

グ
ー
と
寝
て
い
ま
す
。
 一
緒
に
乗
っ
て

き
た
お
母
さ
ん
は
慌
て
て
し
ま
っ
た
よ
 

はつらつ女性課内線234・236 

」
務ザ
 

命
か
が
や
＜
瞬
間

上
映
会
 

五
所
川
原
お
や

こ
劇
場
 

合
（3
4)
2
1
7
0
 

●

3
月
1
1日
田
 

①
1
0時
3
0分
 
②
1
2時
3
0分
 

③
1
4時
3
0分
 
④
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

※
②
、
③
は
聴
覚
障
害
者
の
方
に
も
ご
 

覧
い
た
だ
く
た
め
、
｛子
幕
つ
き
上
映
 

と
な
り
ま
す
。
 

●

3
月
1
2日
同
 

①
1
0時
3
0分
 
②
1
2時
3
0分
 

③
1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

※
①
の
時
間
帯
で
は
、
3
0
0
円
で
託
 

児
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
申
 

込
が
必
要
で
す
。
 

◇
料
金
 

・

大
人
 
1
4
0
0
円
 

（
前売
り
1
2
0
0
円
）
 

・

4
歳
以
上
高
校
生
未
満
 

1
0
0
0
円
 

（
前売
り
 
8
0
0
円
）
 

◇
前
売
券
取
扱
所
 
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
 

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、タ
カ
ョ
楽
器
、
 

／
 
辻カ

レ
ン
ダ
ー
店
 

\
 

[Iコ 

、
ノ
。（
【
 
v
、
 
【
、
ユ
 

ノ
、

・t
 
ノ
 
！一
！一
一
 

う
で
、
お
医
者
さ
ん
が
何
を
聞
い
て
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
 

中
枢
神
経
の
感
染
症
（
髄
膜
炎
）
や

水
分
不
足
、
電
解
質
の
異
常
と
い
っ
た

け
い
れ
ん
の
原
因
と
な
る
も
の
が
な
く
、
 

3
8度
以
上
の
発
熱
に
と
も
な
っ
て
起
こ

る
の
が
熱
性
け
い
れ
ん
で
す
。
日
本
小

児
科
学
会
e
熱
性
け
い
れ
ん
の
治
療
方

針
で
は
、
1
5分
以
上
続
く
、
は
じ
め
て

の
け
い
れ
ん
が
1
歳
以
下
や
6
歳
以
後

で
始
ま
っ
た
、
2
4時
間
以
内
に
2
、
3
 

回
繰
り
返
し
た
、
け
い
れ
ん
直
後
も
3
7
 

・

5
度
以
下
で
あ
っ
た
、
今
ま
で
4
回

以
上
繰
り
返
し
た
、
家
族
内
に
て
ん
か

ん
や
無
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ

と
が
あ
る
人
が
い
る
と
い
う
よ
う
な
時

は
、
脳
波
や
頭
部
c
T
な
ど
の
検
査
が

必
要
で
す
。
 

熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
と
き
は

ま
ず
慌
て
な
い
こ
と
、
舌
を
か
む
こ
と

は
め
っ
た
に
な
い
の
で
口
の
中
に
物
を

入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
洋
服
を
緩
め
、
 

頭
を
冷
ゃ
し
ま
し
ょ
う
。
だ
い
た
い
の

け
い
れ
ん
は
1
0分
以
内
に
お
さ
ま
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
け
い
れ
ん
か
観
察
し

て
く
だ
さ
い
。
け
い
れ
ん
の
種
類
を
診

断
す
る
た
め
に
後
で
お
医
者
さ
ん
が
聞

く
か
ら
で
す
。
 

病
院
で
け
い
れ
ん
予
防
の
座
薬
（
ダ

イ
ア
ッ
プ
座
薬
）
の
使
い
方
を
良
く
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
も
う
心

配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

9 平成12年 3 月 1日 	五所川原市役所 丑35-2111 

建
一
 

目
 
火
火
 

ー
 
l
 
ー
！
！
ロ
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お持
ち
の
方
）
 

ー

各
地
区

で
の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

ー
 

健
康
相
談
ー
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時
3
0分
、
1
2時
 

毘
沙
門
・
長
富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
1
0日
岡
 
1
1時
、
1
2時
3
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

●

3
月
1
3日
回
 
1
3時

、
1
4時
3
0分
 

福
山
消
防
セ
ン
タ
ー
 

1

保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
 

ゴ
 

F
 

成
人
の
相
談

日

L
 

●

3
月
8
日
困
 

1
0時
、
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

3
月
2
4日
岡
 
1
3時

、
1
4時
 

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「動
脈
硬
化
と
生
活
習
慣
病
」
 

◇
講
師
 
櫛
引
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

櫛
引
健
先
生
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ＆
 

コ
ン
デ
ィシ
ョ
ニ
ン
グ教
室
 

健
康
づ
く
り
に
お
勧
め
で
き
る
気
軽

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
自
分
の
歩
き
方
の

ク
セ
を
知
り
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

●

3
月
2
6日
同
 
9
時
3
0分

、
1
2時
 

市
民
体
育
館
 

◇
講
師
 
小
田
桐
匡
孝
さ
ん
 

※
高
校
教
諭
、
元
競
歩
選
手
、
日
本
ウ
 

ォ
ー
キ
ン
グ
学
会
会
員
 

◇
対
象
 
市
民
（
た
だ
し
、
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
バ
ス
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
、
ズ
ッ
ク
、
運
動
の
で
き
る

服
装
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
で
、
は
つ
ら
つ
女

性
課
又
は
五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会

電
話
（
3
5)1
6
6
6
藤
本
ま
で
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
2
1日
因
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

3
月
3
日
岡
 
1
0時
、
1
5時
9
9万

東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
株
式
会
社
前
 

西
北
中
央
病
院
小
児科
 

荒
井
宏
治
先
生
の
 

ワ
ンポ
イ
ン
トク
リ
ニ
ック
 

【
熱性
け
い
れ
ん
】
 

慌
て
な
い
で
様
子
を
見
て
、
服
を
緩

め
頭
を
冷
や
す
。
病
院
で
け
い
れ
ん
予

防
の
指
導
を
。
 

2
歳
4
ケ
月
の
男
の
子
が
、
深
夜
3
9
 

度
の
熱
を
あ
げ
、
け
い
れ
ん
を
お
こ
し

た
と
の
こ
と
で
救
急
車
で
救
急
外
来
に

搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
 お
医
者
さ
ん
が
診

察
し
よ
う
と
し
た
ら
、
子
ど
も
は
グ

ー
 

グ
ー
と
寝
て
い
ま
す
。
 一
緒
に
乗
っ
て

き
た
お
母
さ
ん
は
慌
て
て
し
ま
っ
た
よ
 

はつらつ女性課内線234・236 

」
務ザ
 

命
か
が
や
＜
瞬
間

上
映
会
 

五
所
川
原
お
や

こ
劇
場
 

合
（3
4)
2
1
7
0
 

●

3
月
1
1日
田
 

①
1
0時
3
0分
 
②
1
2時
3
0分
 

③
1
4時
3
0分
 
④
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

※
②
、
③
は
聴
覚
障
害
者
の
方
に
も
ご
 

覧
い
た
だ
く
た
め
、
｛子
幕
つ
き
上
映
 

と
な
り
ま
す
。
 

●

3
月
1
2日
同
 

①
1
0時
3
0分
 
②
1
2時
3
0分
 

③
1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

※
①
の
時
間
帯
で
は
、
3
0
0
円
で
託
 

児
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
申
 

込
が
必
要
で
す
。
 

◇
料
金
 

・

大
人
 
1
4
0
0
円
 

（
前売
り
1
2
0
0
円
）
 

・

4
歳
以
上
高
校
生
未
満
 

1
0
0
0
円
 

（
前売
り
 
8
0
0
円
）
 

◇
前
売
券
取
扱
所
 
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
 

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、タ
カ
ョ
楽
器
、
 

／
 
辻カ

レ
ン
ダ
ー
店
 

\
 

[Iコ 

、
ノ
。（
【
 
v
、
 
【
、
ユ
 

ノ
、

・t
 
ノ
 
！一
！一
一
 

う
で
、
お
医
者
さ
ん
が
何
を
聞
い
て
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
 

中
枢
神
経
の
感
染
症
（
髄
膜
炎
）
や

水
分
不
足
、
電
解
質
の
異
常
と
い
っ
た

け
い
れ
ん
の
原
因
と
な
る
も
の
が
な
く
、
 

3
8度
以
上
の
発
熱
に
と
も
な
っ
て
起
こ

る
の
が
熱
性
け
い
れ
ん
で
す
。
日
本
小

児
科
学
会
e
熱
性
け
い
れ
ん
の
治
療
方

針
で
は
、
1
5分
以
上
続
く
、
は
じ
め
て

の
け
い
れ
ん
が
1
歳
以
下
や
6
歳
以
後

で
始
ま
っ
た
、
2
4時
間
以
内
に
2
、
3
 

回
繰
り
返
し
た
、
け
い
れ
ん
直
後
も
3
7
 

・

5
度
以
下
で
あ
っ
た
、
今
ま
で
4
回

以
上
繰
り
返
し
た
、
家
族
内
に
て
ん
か

ん
や
無
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ

と
が
あ
る
人
が
い
る
と
い
う
よ
う
な
時

は
、
脳
波
や
頭
部
c
T
な
ど
の
検
査
が

必
要
で
す
。
 

熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
と
き
は

ま
ず
慌
て
な
い
こ
と
、
舌
を
か
む
こ
と

は
め
っ
た
に
な
い
の
で
口
の
中
に
物
を

入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
洋
服
を
緩
め
、
 

頭
を
冷
ゃ
し
ま
し
ょ
う
。
だ
い
た
い
の

け
い
れ
ん
は
1
0分
以
内
に
お
さ
ま
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
け
い
れ
ん
か
観
察
し

て
く
だ
さ
い
。
け
い
れ
ん
の
種
類
を
診

断
す
る
た
め
に
後
で
お
医
者
さ
ん
が
聞

く
か
ら
で
す
。
 

病
院
で
け
い
れ
ん
予
防
の
座
薬
（
ダ

イ
ア
ッ
プ
座
薬
）
の
使
い
方
を
良
く
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
も
う
心

配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

9 平成12年 3 月 1日 	五所川原市役所 丑35-2111 



若者達に郷士の誇りど 
愛着を持たせた 

立友武多にかz燭藁 

神 

立侵武多運行の際、欠かすことができない 

． ライ トアップ。 立倭武多 「鬼が来た」 を内か

ら照らし出した電球は約500個、住宅15軒分

もの電力が必要でした。 今回は、これらの電

飾作業をボランティアで引き受けた、株式会

社応電社とその専務取締役、神孝幸さんを紹

介します。 

社のキャッチフレーズが 「地域の明るい暮

らし、未来を応援します』 という応電社では、 

昨年の電飾作業に述べ70人がボランティアで

参加しました。 「一昨年から参加しています。 

会社が豊かになるためには地域が豊かになら

なければならないという理念のもと、他の社

員達にも参加を促したんです」 という神さん。 

東京ドームで灯がともされた立倭武多が観客

から喝采を浴びたときには 「一つの仕事をや

り遂げた達成感に、ーザワザワと震えを感じた」 

~ ほど、製作作業に打ち込みました。 

’ 	また、神さんは製作だけでなく立侯武多『鬼 

が来た』 の台車の運行リーダーとしても参加

しています。「人集めに苦労しましたね。台車

は1O-15人位では動かせない。 最低30名、こ

れを 5 日分ですから大変です。祭りは地域の

活性化だけでなく、若者達に自分たちの郷土

に誇りと愛着を持たせることで、若者定住に

もつながる。 だから若い人達には是非参加し

てほしいし、周囲もそれを勧めてほしい」。 

そんな神さんの夢は、各町内でも立侵武多

を製作・運行することです。 「立侵武多は他

のマネではない、五所川原独自のもの。だか

らこそ大きな反響を呼んだし、市民みんなが

誇りを持つことができた。 これを今以上に盛

り上げるためには、すべての人の気持ちを一

つにすることが大切」 という神さんは 「古き

良きものを伝えることが私達の役目」 と立侵

武多にかける意気込みを語ってくれました。 

jVo.67
＝ 

	

一 

ゆたかな 
季 	食生活を 

、 

ノ 

1 あなたも 
ってみませんか 

料理紹介 三 

―二二 	三奉 五所川原市食生活改善推進員会 

Fかと野菜の粕味噌和え】 
いかや酒粕に多く含まれる亜鉛は味覚を正

常に保っほか、免疫機能や病気、ケガの回復

にも関与しています。 

偏った食事や極端なダイエットは亜鉛不足

を招きます。昔ながらの料理を取り入れた、 

バランスの良い食生活を心がけましよう。 

材料（4人分） 
いか 

きゆうり 

にんじん 

菊 

	

1009 ，味噌 	 259 

	

50gI酒粕 	 409 

80gI 

」／ 

‘響ざ婦 
- 

・舞 

‘『 	晦，, 

作り方 

①いかは茄でて細く切る。きゆうりは板ずり 

して小口切りに、にんじんは薄いたんざく 

切りにして茄でる。 

②菊は酢を加えた熱湯でさっと茄で、水にさ 

らして絞る。 

③下ごしらえした材料を調味料で和える 

糖医療当番医  

ni日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

パ
  

口
］
  

医）華峰会 
冨田胃腸科内科医院 

五所川原市みどり町 
4 丁目128 34-3211 

3
 
/
  

日
  

佐藤仁外科胃腸科医院 五所川原市田町120 35-6311 

m
  

［口
 

安斎レデイスクリニック 五所川原市一ッ谷148 33-1103 

※注 1．対応時間 9:QO-17:OQ（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急病院案内 h34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

孝
 
幸
さ
ん
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